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(57)【要約】
【課題】データ分配部を採用しながらも画素回路及びデ
ータ分配部の駆動タイミングを安定的に確保できる有機
電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】複数の画素回路を備える画素部と、データ
線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前記
データ駆動部と前記データ線との間に接続され、前記デ
ータ駆動部の出力線から供給されるデータ信号を複数の
データ線に分配して出力するためのデータ分配部とを含
み、前記データ線は前記画素回路の列単位で複数のサブ
データ線に分岐され、前記データ分配部と前記サブデー
タ線との間には前記データ線のそれぞれに出力されるデ
ータ信号を前記サブデータ線に選択的に供給するための
スイッチ部が更に備えられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素回路を備える画素部と、
　データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記データ駆動部と前記データ線との間に接続され、前記データ駆動部の出力線から供
給されるデータ信号を複数のデータ線に分配して出力するためのデータ分配部とを含み、
　前記データ線は前記画素回路の列単位で複数のサブデータ線に分岐され、前記データ分
配部と前記サブデータ線との間には前記データ線のそれぞれに出力されるデータ信号を前
記サブデータ線に選択的に供給するためのスイッチ部が更に備えられる有機電界発光表示
装置。
【請求項２】
　前記画素回路は行単位で同じ前記サブデータ線に接続され、連続する行単位の画素回路
は互いに異なる前記サブデータ線に接続されることを特徴とする請求項１に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項３】
　前記データ線のそれぞれは第１及び第２サブデータ線に分岐され、前記画素回路は行単
位で前記第１及び第２サブデータ線に交互に接続されることを特徴とする請求項１に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記スイッチ部は前記データ線毎に接続され、前記データ線のそれぞれを前記複数のサ
ブデータ線と選択的に接続させるためのスイッチを含むことを特徴とする請求項１に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記データ線のそれぞれは第１及び第２サブデータ線に分岐され、
　前記スイッチ部は、前記データ線のそれぞれと前記第１サブデータ線との間に接続され
る第１スイッチと、前記データ線のそれぞれと前記第２サブデータ線との間に接続される
第２スイッチとを含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１スイッチを共通して制御するための第１制御信号と、前記第２スイッチを共通
して制御するための第２制御信号の周期はそれぞれ２水平期間に設定され、前記第１及び
第２制御信号は互いに異なる波形を有するように供給されることを特徴とする請求項５に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記画素回路のうちｋ（ｋは自然数）番目の行に位置する画素回路のそれぞれは、ｋ番
目の走査線（現在の走査線）及びｋ－１番目の走査線（一つ前の走査線）に接続され、前
記サブデータ線のうち上位行又は下位行に配置された隣接画素回路が接続されるサブデー
タ線と異なるサブデータ線に更に接続されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項８】
　前記ｋ番目の行に位置する画素回路は前記ｋ－１番目の走査線に走査信号が供給される
時に初期化され、前記ｋ番目の走査線に走査信号が供給される時に自分と接続された前記
サブデータ線から前記データ信号の供給を受けることを特徴とする請求項７に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記ｋ番目の行に位置する画素回路と接続される前記サブデータ線は、前記ｋ－１番目
の走査線に走査信号が供給される期間に前記データ駆動部から前記データ分配部及び前記
スイッチ部を経由して前記データ信号の伝達を受けることを特徴とする請求項８に記載の
有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に関し、特に、画素回路及びデータ分配部の駆動タイミ
ングを安定的に確保できる有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管と比較して重さが軽く、体積が小さな各種の平板表示装置（Flat Panel
 Display Device）が開発されている。平板表示装置のうち、特に有機電界発光表示装置
（Organic Light Emitting Display Device：ＯＬＥＤ）は有機化合物を発光材料として
用いて輝度及び色純度に優れることから、次世代の表示装置として注目されている。
【０００３】
　このような有機電界発光表示装置は軽量及び薄型であるほか、低電力でも駆動が可能で
あるため、携帯用表示装置などに有用に利用され得るものと期待されている。
【０００４】
　一方、有機電界発光表示装置が次第に大型化し、解像度が向上するにつれて、データ駆
動部とデータ線との間に接続されてデータ駆動部からのデータ信号を分配して出力するデ
ータ分配部が有機電界発光表示装置に採用されている。
【０００５】
　データ分配部は、データ駆動部の出力線から出力されるデータ信号を複数の画素回路（
例えば、赤色、緑色及び青色画素回路）のデータ線に分配して供給することによって、デ
ータ駆動部の出力線の数を減少させる。
【０００６】
　但し、データ分配部を用いる場合、画素回路の内部にデータ信号が供給されるように制
御する走査信号の供給に先立ち、データ分配部を駆動するためのクロック信号（例えば、
赤色、緑色及び青色クロック信号）が供給されなければならない。
【０００７】
　即ち、１水平期間内に走査信号及びデータ分配部のクロック信号が互いに重ならないよ
うに供給されなければならないので、走査信号及びデータ分配部のクロック信号を供給す
るための駆動タイミングに制約が生じる。
【０００８】
　特に、有機電界発光表示装置が大型化し、解像度が向上すると、走査線の数が増加して
１水平期間が減少するので、前述した駆動タイミングの制約が更に深刻になるおそれがあ
る。これにより、画素回路を安定的に駆動させ難いという問題点が発生し得る。
【特許文献１】米国特許公開第２００５０２６４４９５号
【特許文献２】韓国特許公開第２００７－００３５２９７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従って、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、データ分配部
を採用しながらも画素回路及びデータ分配部の駆動タイミングを安定的に確保できる有機
電界発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような目的を達成するために、本発明は、複数の画素回路を備える画素部と、デー
タ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前記データ駆動部と前記データ線と
の間に接続され、前記データ駆動部の出力線から供給されるデータ信号を複数のデータ線
に分配して出力するためのデータ分配部とを含み、前記データ線は前記画素回路の列単位
で複数のサブデータ線に分岐され、前記データ分配部と前記サブデータ線との間には前記
データ線のそれぞれに出力されるデータ信号を前記サブデータ線に選択的に供給するため
のスイッチ部が更に備えられる有機電界発光表示装置を提供する。
【００１１】
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　ここで、前記画素回路は行単位で同じ前記サブデータ線に接続され、連続する行単位の
画素回路は互いに異なる前記サブデータ線に接続され得る。
【００１２】
　また、前記データ線のそれぞれは第１及び第２サブデータ線に分岐され、前記画素回路
は行単位で前記第１及び第２サブデータ線に交互に接続され得る。
【００１３】
　更に、前記スイッチ部は前記データ線毎に接続され、前記データ線のそれぞれを前記複
数のサブデータ線と選択的に接続させるためのスイッチを含むことができる。
【００１４】
　また、前記データ線のそれぞれは第１及び第２サブデータ線に分岐され、前記スイッチ
部は、前記データ線のそれぞれと前記第１サブデータ線との間に接続される第１スイッチ
と、前記データ線のそれぞれと前記第２サブデータ線との間に接続される第２スイッチと
を含むことができる。ここで、前記第１スイッチを共通して制御するための第１制御信号
と、前記第２スイッチを共通して制御するための第２制御信号の周期はそれぞれ２水平期
間に設定され、前記第１及び第２制御信号は互いに異なる波形を有するように供給され得
る。
【００１５】
　更に、前記画素回路のうちｋ（ｋは自然数）番目の行に位置する画素回路のそれぞれは
、ｋ番目の走査線（現在の走査線）及びｋ－１番目の走査線（一つ前の走査線）に接続さ
れ、前記サブデータ線のうち上位行又は下位行に配置された隣接画素回路が接続されるサ
ブデータ線と異なるサブデータ線に更に接続され得る。ここで、前記ｋ番目の行に位置す
る画素回路は前記ｋ－１番目の走査線に走査信号が供給される時に初期化され、前記ｋ番
目の走査線に走査信号が供給される時に自分と接続された前記サブデータ線から前記デー
タ信号の供給を受けることができる。また、前記ｋ番目の行に位置する画素回路と接続さ
れる前記サブデータ線は、前記ｋ－１番目の走査線に走査信号が供給される期間に前記デ
ータ駆動部から前記データ分配部及び前記スイッチ部を経由して前記データ信号の伝達を
受けることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　このような本発明によれば、連続する行単位の画素回路を互いに異なるサブデータ線に
接続させることによって、一つ前の走査線に走査信号を供給して画素回路を初期化させる
初期化期間にデータ分配部及びスイッチ部によりサブデータ線にデータ信号を供給できる
という効果を奏する。これにより、有機電界発光表示装置が大型化し、解像度が向上して
も画素回路及びデータ分配部の駆動タイミングを安定的に確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第１構成要素
と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と直接連
結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい。また
、本発明の完全な理解のための必須的でない構成要素は明確性を図るために省略する。更
に、同一部分には同一符号を付す。
【００１８】
　図１は、本発明の実施形態に係る画素回路を示す回路図である。但し、図１は、効果的
な初期化と共に駆動トランジスタの閾値電圧を補償できるように構成された画素回路の一
例を示す図であり、本発明はこれに限定されるものではない。また、図１では１つの単位
画素回路を構成する副画素回路（例えば、赤色、緑色及び青色画素回路）を区分せずに、
これらの共通した構成を示す。
【００１９】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る画素回路は、有機電界発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、有機電界発光ダイオードＯＬＥＤに電流を供給するための画素制御部１０とを含
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む。
【００２０】
　有機電界発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素制御部１０に接続され、カソー
ド電極は第２画素電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機電界発光ダイオードＯＬ
ＥＤは、画素制御部１０から供給される電流量に対応する輝度で発光する。
【００２１】
　画素制御部１０は、第１乃至第６トランジスタＴ１～Ｔ６と、ストレージキャパシタＣ
ｓｔとを含む。
【００２２】
　第１トランジスタＴ１はデータ線Ｄｍと第１ノードＮ１との間に接続され、第１トラン
ジスタＴ１のゲート電極は現在の走査線Ｓｎに接続される。このような第１トランジスタ
Ｔ１は現在の走査線Ｓｎに走査信号（ローレベル）が供給される時にターンオンされて、
データ線Ｄｍから供給されるデータ信号を第１ノードＮ１に伝達する。
【００２３】
　第２トランジスタＴ２は第１ノードＮ１と有機電界発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接
続され、第２トランジスタＴ２のゲート電極は第２ノードＮ２に接続される。このような
第２トランジスタＴ２は現在の走査線Ｓｎに走査信号が供給される時に画素回路内に供給
されるデータ信号に対応して第１ノードＮ１から有機電界発光ダイオードＯＬＥＤに流れ
る電流量を制御する。
【００２４】
　第３トランジスタＴ３は第２トランジスタＴ２のゲート電極とドレイン電極との間に接
続され、第３トランジスタＴ３のゲート電極は現在の走査線Ｓｎに接続される。このよう
な第３トランジスタＴ３は現在の走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にターンオンされ
て、第２トランジスタＴ２をダイオード連結させる。
【００２５】
　第４トランジスタＴ４は第２ノードＮ２と初期化電源Ｖｉｎｉｔとの間に接続され、第
４トランジスタＴ４のゲート電極は一つ前の走査線Ｓｎ-１に接続される。このような第
４トランジスタＴ４は一つ前の走査線Ｓｎ-１に走査信号が供給される時にターンオンさ
れて、第２ノードＮ２を初期化させる。
【００２６】
　第５トランジスタＴ５は第１画素電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続され、
第５トランジスタＴ５のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このような第５トラ
ンジスタＴ５は発光制御線Ｅｎに発光制御信号（ハイレベル）が供給される時にターンオ
フされて、画素回路が発光するのを防止する。そして、第５トランジスタＴ５は発光制御
線Ｅｎに発光制御信号が供給されない時（即ち、発光制御線Ｅｎの極性がローレベルにな
った時）にターンオンされて、第１画素電源ＥＬＶＤＤを第１ノードＮ１に供給する。
【００２７】
　第６トランジスタＴ６は第２トランジスタＴ２と有機電界発光ダイオードＯＬＥＤとの
間に接続され、第６トランジスタＴ６のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。この
ような第６トランジスタＴ６は発光制御線Ｅｎに発光制御信号（ハイレベル）が供給され
る時にターンオフされて、第２トランジスタＴ２から有機電界発光ダイオードＯＬＥＤに
電流が供給されるのを防止する。そして、第６トランジスタＴ６は発光制御線Ｅｎに発光
制御信号が供給されない時（即ち、発光制御線Ｅｎの極性がローレベルになった時）にタ
ーンオンされて、第２トランジスタＴ２から供給される電流を有機電界発光ダイオードＯ
ＬＥＤに伝達する。
【００２８】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１画素電源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮ２との間に接
続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、一つ前の走査線Ｓｎ-１に走査信
号が供給される時に初期化電源Ｖｉｎｉｔにより初期化され、現在の走査線Ｓｎに走査信
号が供給される時にデータ信号に対応する電圧を充電する。
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【００２９】
　図２は、図１に示した画素回路の駆動方法を説明する波形図である。以下では、図２を
図１と結びつけて図１に示した画素回路の駆動方法を詳細に説明する。
【００３０】
　図２を参照すれば、まずｔ１期間に一つ前の走査線Ｓｎ-１にローレベルの走査信号が
供給されると、第４トランジスタＴ４がターンオンされて第２ノードＮ２が初期化される
。このようなｔ１期間に発光制御線Ｅｎにはハイレベルの発光制御信号が供給されるので
、第５及び第６トランジスタＴ５、Ｔ６がターンオフされる。これにより、有機電界発光
ダイオードＯＬＥＤに異常電流が供給されるのが防止される。
【００３１】
　その後、ｔ２期間に一つ前の走査線Ｓｎ-１への走査信号の供給が中断されると同時に
現在の走査線Ｓｎにローレベルの走査信号が供給される。すると、第４トランジスタＴ４
はターンオフされ、第１及び第３トランジスタＴ１、Ｔ３がターンオンされる。第１トラ
ンジスタＴ１がターンオンされると、データ線Ｄｍからのデータ信号が第１ノードＮ１に
伝達される。そして、第３トランジスタＴ３がターンオンされると、第２トランジスタＴ
２がダイオード連結されて、第１ノードＮ１に伝達されたデータ信号が第２及び第３トラ
ンジスタＴ２、Ｔ３を経由して第２ノードＮ２に供給される。このとき、ストレージキャ
パシタＣｓｔにはデータ信号及び第２トランジスタＴ２の閾値電圧に対応する電圧が充電
される。
【００３２】
　その後、ｔ３期間に現在の走査線Ｓｎにローレベルを有する走査信号の供給が中断され
ると同時に、発光制御線Ｅｎにハイレベルを有する発光制御信号の供給が中断される。即
ち、t３期間に走査線Ｓｎ-１、Ｓｎの極性はハイレベルとなり、発光制御線Ｅｎの極性は
ローレベルとなる。このように発光制御線Ｅｎの極性がローレベルになると、第５及び第
６トランジスタＴ５、Ｔ６がターンオンされる。第５トランジスタＴ５がターンオンされ
ると、第１画素電源ＥＬＶＤＤが第１ノードＮ１に供給される。そして、第６トランジス
タＴ６がターンオンされると、第２トランジスタＭ２が自分のゲート電極に供給される電
圧（即ち、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧）に対応して流す電流が第６ト
ランジスタＴ６を経由して有機電界発光ダイオードＯＬＥＤに伝達される。
【００３３】
　このとき、前のｔ２期間に格納用キャパシタＣｓｔには第２トランジスタＴ２の閾値電
圧に対応する電圧がデータ信号と共に充電される。これにより、ｔ３期間に第２トランジ
スタＴ２の閾値電圧の効果が相殺される。従って、有機電界発光ダイオードＯＬＥＤには
第２トランジスタＴ２の閾値電圧と関係がなく、データ信号に対応する均一な電流が流れ
る。
【００３４】
　すると、有機電界発光ダイオードＯＬＥＤが自分に供給される電流量に対応する輝度の
光を発光することで、映像を表示する。
【００３５】
　但し、図１及び図２で前述したような画素回路を採用すると共に、データ分配部を採用
した有機電界発光表示装置の場合、一般に各走査線Ｓに供給される走査信号とデータ分配
部のクロック信号が供給される時間が互いに重ならないように設計される。
【００３６】
　これは、現在の走査線Ｓｎに走査信号を供給して画素回路の内部にデータ信号を供給す
るに先立ち、データ分配部のクロック信号、例えば、赤色、緑色及び青色クロック信号Ｃ
ＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢを供給してデータ線を先に充電しなければならないからである。ま
た、１つの列に配列された画素回路が１つのデータ線を共有するため、一つ前の走査線Ｓ
ｎ-１に走査信号が供給される期間にもデータ駆動部のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、Ｃ
ＬＢを供給できない。
【００３７】
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　従って、データ分配部のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢは、図３に示すように、
走査信号が供給される間の期間Ｐにのみ供給され得る。
【００３８】
　図３は、図１に示した画素回路と共にデータ分配部を採用する有機電界発光表示装置の
駆動方法の一例を説明する波形図である。
【００３９】
　図３を参照すれば、データ分配部のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢは、走査信号
が供給される間の期間Ｐにのみ供給され得る。従って、クロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、Ｃ
ＬＢは、１水平期間から走査信号が供給される期間を除いた時間を分割して供給される。
【００４０】
　即ち、１水平期間内に走査信号及びデータ分配部のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬ
Ｂが互いに重ならないように供給されなければならない。これにより、走査信号及びデー
タ分配部のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢを供給するための駆動タイミングに制約
が生じる。
【００４１】
　特に、有機電界発光表示装置が大型化し、解像度が向上するにつれて走査線の数が増加
して１水平期間が減少するので、前述した駆動タイミングの制約が更に深刻になり得る。
これにより、画素回路及びデータ分配部を安定的に駆動させ難いという問題点が発生し得
る。
【００４２】
　従って、本発明では画素回路及びデータ分配部の駆動タイミングを安定的に確保するた
めにデータ分配部のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢが走査信号と重畳して供給され
得るようにした有機電界発光表示装置を提案する。これについての詳細な説明は、図４及
び図５を参照して後述する。
【００４３】
　図４は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示すブロック図である。図４
を参照すれば、有機電界発光表示装置は、画素部１００、走査駆動部２００、データ駆動
部３００、データ分配部４００、スイッチ部５００及びタイミング制御部６００を含む。
画素部１００は、マトリクス状に配置された複数の画素回路１１０を備える。
【００４４】
　ここで、画素部１００には画素回路１１０の列単位で複数のデータ線Ｄが形成される。
以下、画素回路１１０の列単位で複数形成されたデータ線Ｄのそれぞれをサブデータ線と
いう。即ち、１つの画素回路列にはデータ分配部４００の出力線であるデータ線Ｄ１～Ｄ

３ｍのそれぞれから少なくとも２つに分岐されるサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、
Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２が形成される。便宜上、以下ではデータ線Ｄが第１
及び第２サブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２で
構成されると仮定して説明する。
【００４５】
　そして、ｋ（ｋは自然数）番目の行及びｊ（ｊは自然数）番目の列に位置する画素回路
（以下、第ｋｊ画素回路という）はｋ番目の走査線（現在の走査線、Ｓｋ）及びｊ番目の
データ線のサブデータ線Ｄｊ１、Ｄｊ２のいずれかに接続される。また、図４に示す画素
回路１１０が図１に示した画素回路のように、一つ前の走査線に走査信号が供給される時
に初期化される構造で構成される場合、第ｋｊ画素回路はｋ－１番目の走査線（一つ前の
走査線、Ｓｋ－１）とも接続される。
【００４６】
　このような画素回路１１０は、行単位では同じサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、
Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２に接続される。例えば、同じ行に位置する画素回路
１１０はいずれも第１サブデータ線Ｄ１１、Ｄ２１、Ｄ３１、．．．、Ｄ３ｍ１に接続さ
れるか、或いはいずれも第２サブデータ線Ｄ１２、Ｄ２２、Ｄ３２、．．．、Ｄ３ｍ２に
接続される。
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【００４７】
　そして、連続する行において画素回路１１０は行単位で互いに異なるサブデータ線Ｄ１

１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２に接続される。即ち、画素回
路１１０のそれぞれは自分が位置する画素列に形成されたサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、
Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２のうち、上位行又は下位行の隣接行に配置
された画素回路１１０が接続されるサブデータ線Ｄ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１又は
Ｄ１２、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ２を除いた残りのサブデータ線Ｄ１２、Ｄ２２、．．．
、Ｄ３ｍ２又はＤ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１に接続される。
【００４８】
　即ち、画素回路１１０は行単位で第１サブデータ線Ｄ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１

と第２サブデータ線Ｄ１２、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ２に交互に接続され得る。例えば、
奇数番目の行に位置する画素回路１１０は第１サブデータ線Ｄ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ

３ｍ１に接続され、偶数番目の行に位置する画素回路１１０は第２サブデータ線Ｄ１２、
Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ２に接続され得る。
【００４９】
　このような画素回路１１０は一つ前の走査線Ｓｋ－１から走査信号が供給される時に初
期化される。そして、この期間に初期化される画素回路１１０と接続されるサブデータ線
Ｄ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１又はＤ１２、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ２はデータ駆動
部３００からデータ分配部４００及びスイッチ部５００を経由して供給されるデータ信号
により先に充電される。
【００５０】
　その後、現在の走査線Ｓｋから走査信号が供給されると、画素回路１１０は自分と接続
されたサブデータ線Ｄ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１又はＤ１２、Ｄ２２、．．．、Ｄ

３ｍ２からデータ信号の供給を受ける。
【００５１】
　走査駆動部２００はタイミング制御部６００から供給される走査制御信号ＳＣＳに対応
して走査信号を生成する。走査駆動部２００で生成された走査信号は走査線Ｓ０～Ｓｎに
順次供給される。
【００５２】
　データ駆動部３００はタイミング制御部６００から供給されるデータＤａｔａ及びデー
タ制御信号ＤＣＳに対応してデータ信号を生成する。データ駆動部３００で生成されたデ
ータ信号はデータ駆動部３００の出力線Ｏ１～Ｏｍを介してデータ分配部４００に供給さ
れる。
【００５３】
　データ分配部４００はデータ駆動部３００とデータ線Ｄ１～Ｄ３ｍとの間に接続される
。このようなデータ分配部４００はタイミング制御部６００から供給されるクロック信号
ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢに対応してデータ駆動部３００の出力線Ｏ１～Ｏｍのそれぞれに
出力されるデータ信号を複数のデータ線Ｄ１～Ｄ３ｍに分配して出力する。
【００５４】
　例えば、データ分配部４００はデータ駆動部３００の出力線Ｏ１～Ｏｍのそれぞれに出
力されるデータ信号を赤色画素回路のデータ線Ｄ１、Ｄ４、．．．、Ｄ３ｍ－２、緑色画
素回路のデータ線Ｄ２、Ｄ５、．．．、Ｄ３ｍ－１及び青色画素回路のデータ線Ｄ３、Ｄ

６、．．．、Ｄ３ｍに分配して出力できる。
【００５５】
　このために、データ分配部４００は第１トランジスタＭ１１、Ｎ２１、．．．、Ｍｍ１

、第２トランジスタＭ１２、Ｍ２２、．．．、Ｍｍ２及び第３トランジスタＭ１３、Ｍ２

３、．．．、Ｍｍ３を備える。
【００５６】
　第１トランジスタＭ１１、Ｎ２１、．．．、Ｍｍ１は、データ駆動部３００の出力線Ｏ
１～Ｏｍのそれぞれと赤色副画素回路のデータ線Ｄ１、Ｄ４、．．．、Ｄ３ｍ－２との間
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に接続される。そして、第１トランジスタＭ１１、Ｎ２１、．．．、Ｍｍ１のゲート電極
はタイミング制御部６００から供給される赤色クロック信号ＣＬＲの入力ラインと接続さ
れる。このような第１トランジスタＭ１１、Ｎ２１、．．．、Ｍｍ１は赤色クロック信号
ＣＬＲに対応してオン／オフされる。
【００５７】
　第２トランジスタＭ１２、Ｍ２２、．．．、Ｍｍ２は、データ駆動部３００の出力線Ｏ
１～Ｏｍのそれぞれと緑色副画素回路のデータ線Ｄ２、Ｄ５、．．．、Ｄ３ｍ－１との間
に接続される。そして、第２トランジスタＭ１２、Ｍ２２、．．．、Ｍｍ２のゲート電極
はタイミング制御部６００から供給される緑色クロック信号ＣＬＧの入力ラインと接続さ
れる。このような第２トランジスタＭ１２、Ｍ２２、．．．、Ｍｍ２は緑色クロック信号
ＣＬＧに対応してオン／オフされる。
【００５８】
　第３トランジスタＭ１３、Ｍ２３、．．．、Ｍｍ３は、データ駆動部３００の出力線Ｏ
１～Ｏｍのそれぞれと青色副画素回路のデータ線Ｄ３、Ｄ６、．．．、Ｄ３ｍとの間に接
続される。そして、第３トランジスタＭ１３、Ｍ２３、．．．、Ｍｍ３のゲート電極は、
タイミング制御部６００から供給される青色クロック信号ＣＬＢの入力ラインと接続され
る。このような第３トランジスタＭ１３、Ｍ２３、．．．、Ｍｍ３は、青色クロック信号
ＣＬＢに対応してオン／オフされる。
【００５９】
　スイッチ部５００は、データ分配部４００とサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ

２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２との間に接続される。このようなスイッチ部５００は
、データ線（データ分配部４００の出力線）Ｄ１～Ｄ３ｍと、データ線Ｄ１～Ｄ３ｍのそ
れぞれから分岐されるサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１

、Ｄ３ｍ２との間に接続される複数のスイッチＳＷ１１、ＳＷ１２、ＳＷ２１、ＳＷ２２

、．．．、ＳＷ３ｍ１、ＳＷ３ｍ２を含む。即ち、スイッチ部５００は、データ線Ｄ１～
Ｄ３ｍのそれぞれを複数のサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３

ｍ１、Ｄ３ｍ２と選択的に接続させるためのスイッチＳＷ１１、ＳＷ１２、ＳＷ２１、Ｓ
Ｗ２２、．．．、ＳＷ３ｍ１、ＳＷ３ｍ２で構成される。これにより、スイッチ部５００
はデータ線Ｄ１～Ｄ３ｍのそれぞれに出力されるデータ信号をサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１

２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２に選択的に供給する。
【００６０】
　例えば、スイッチ部５００は、データ線Ｄ１～Ｄ３ｍのそれぞれと第１サブデータ線Ｄ

１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１との間に接続される第１スイッチＳＷ１１、ＳＷ２１．
．．、ＳＷ３ｍ１と、データ線Ｄ１～Ｄ３ｍのそれぞれと第２サブデータ線Ｄ１２、Ｄ２

２、．．．、Ｄ３ｍ２との間に接続される第２スイッチＳＷ１２、ＳＷ２２．．．、ＳＷ

３ｍ２とで構成され得る。
【００６１】
　但し、同じ行に位置する画素回路１１０では同時に初期化及びデータ線Ｄの先充電が行
われ、それに後続する期間にも同時に画素回路１１０の内部にデータ信号の供給を受けな
ければならない。このために、同じ行に位置する画素回路１１０はいずれも同時に第１サ
ブデータ線Ｄ１１、Ｄ２１、．．．、Ｄ３ｍ１に接続されるか、或いは第２サブデータ線
Ｄ１２、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ２に接続されなければならない。
【００６２】
　従って、第１スイッチＳＷ１１、ＳＷ２１．．．、ＳＷ３ｍ１の制御電極（ゲート電極
）は、同じ制御信号の入力ラインに接続される。例えば、第１スイッチＳＷ１１、ＳＷ２

１．．．、ＳＷ３ｍ１の制御電極は、タイミング制御部６００から供給される第１制御信
号Ｓｏの入力ラインに接続され得る。また、第２スイッチＳＷ１２、ＳＷ２２．．．、Ｓ
Ｗ３ｍ２の制御電極（ゲート電極）も互いに同じ制御信号の入力ラインに接続されなけれ
ばならない。例えば、第２スイッチＳＷ１２、ＳＷ２２．．．、ＳＷ３ｍ２の制御電極は
、タイミング制御部６００から供給される第２制御信号Ｓｅの入力ラインに接続され得る
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。
【００６３】
　ここで、連続する行に位置する画素回路１１０は順次駆動されるので、第１制御信号Ｓ
ｏ及び第２制御信号Ｓｅは互いに重ならないように交互に供給されることが好ましい。例
えば、第１制御信号Ｓｏ及び第２制御信号Ｓｅの周期はそれぞれ２水平期間に設定され、
これらの波形は互いに異なるように設定され得る。
【００６４】
　タイミング制御部６００は、外部から供給される同期信号に対応して走査駆動制御信号
ＳＣＳ、データ駆動制御信号ＤＣＳ、データ分配部４００のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ
、ＣＬＢ、第１及び第２制御信号Ｓｏ、Ｓｅを生成する。タイミング制御部６００で生成
された走査駆動制御信号ＳＣＳ、データ駆動制御信号ＤＣＳ、データ分配部４００のクロ
ック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢ、第１及び第２制御信号Ｓｏ、Ｓｅはそれぞれ走査駆動
部２００、データ駆動部３００、データ分配部４００及びスイッチ部５００に供給される
。また、タイミング制御部６００は外部から供給されるデータＤａｔａをデータ駆動部３
００に供給する。
【００６５】
　前述した本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を駆動する方法についてのより
詳細な説明は、図４を図５と結びつけて後述する。
【００６６】
　図５は、図４に示した有機電界発光表示装置の駆動方法を説明する波形図である。図５
を参照すれば、１水平期間１Ｈを基準にスイッチ部５００に第１及び第２制御信号Ｓｏ、
Ｓｅが交互に供給されると共に、走査線Ｓ０～Ｓｎに走査信号が順次供給される。そして
、各走査信号が供給される間にデータ分配部４００にクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬ
Ｂが順次供給される。
【００６７】
　すると、第ｋｊ画素回路はｋ－１番目の走査線Ｓｋ－１に走査信号が供給される期間に
初期化される。
【００６８】
　そして、この期間に第ｋｊ画素回路と接続されたサブデータ線Ｄｊ１又はＤｊ２が制御
信号Ｓｏ又はＳｅによりデータ分配部４００の出力線（即ち、ｊ番目のデータ線Ｄｊ）と
連結される。このような第ｋｊ画素回路のサブデータ線Ｄｊ１又はＤｊ２はデータ分配部
４００のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ又はＣＬＢによりデータ駆動部３００と連結されて
データ信号の供給を受ける。これにより、ｋ－１番目の走査線Ｓｋ－１に走査信号が供給
される期間に第ｋｊ画素回路のサブデータ線Ｄｊ１又はＤｊ２が先に充電される。
【００６９】
　例えば、ｋが奇数であれば、ｋ－１番目の走査線Ｓｋ－１に走査信号が供給される期間
にデータ分配部４００のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢとスイッチ部５００の第１
制御信号Ｓｏにより第ｋｊ画素回路と接続された第１サブデータ線Ｄj１は、データ駆動
部３００からデータ分配部４００及びスイッチ部５００を経由してデータ信号の伝達を受
けるようになる。これにより、ｋ－１番目の走査線Ｓｋ－１に走査信号が供給される間に
第ｋｊ画素回路と接続された第１サブデータ線Ｄj１が先に充電される。
【００７０】
　そして、ｋが偶数であれば、ｋ－１番目の走査線Ｓｋ－１に走査信号が供給される期間
にデータ分配部４００のクロック信号ＣＬＲ、ＣＬＧ、ＣＬＢとスイッチ部５００の第２
制御信号Ｓｅにより第ｋｊ画素回路と接続された第２サブデータ線Ｄj２は、データ駆動
部３００からデータ分配部４００及びスイッチ部５００を経由してデータ信号の伝達を受
ける。これにより、ｋ－１番目の走査線Ｓｋ－１に走査信号が供給される間に第ｋｊ画素
回路と接続された第２サブデータ線Ｄj２が先に充電される。
【００７１】
　その後、ｋ番目の走査線Ｓｋに走査信号が供給されると、第ｋｊ画素回路は自分と接続
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された第１サブデータ線Ｄｊ１又は第２サブデータ線Ｄｊ２からデータ信号の供給を受け
る。
【００７２】
　前述したように、図４及び図５を参照して説明した本発明の実施形態に係る有機電界発
光表示装置によれば、連続する行単位の画素回路１１０を互いに異なるサブデータ線（第
１又は第２サブデータ線）Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ

２に接続させる。
【００７３】
　これにより、一つ前の走査線Ｓｋ－１に走査信号を供給して画素回路１１０を初期化さ
せる初期化期間にデータ分配部４００及びスイッチ部５００によりサブデータ線Ｄ１１、
Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２にデータ信号を供給できるように
なる。
【００７４】
　即ち、本発明によれば、走査信号が供給される期間とデータ信号がデータ線（本発明で
はサブデータ線Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１、Ｄ３ｍ２）に先に
充電される期間を互いに重畳させながらも画素回路１１０を安定的に駆動できる。これに
より、有機電界発光表示装置が大型化し、解像度が向上しても画素回路１１０及びデータ
分配部４００の駆動タイミングを安定的に確保できる。
【００７５】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能であることはもちろん
であり、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の実施形態に係る画素回路を示す回路図である。
【図２】図１に示した画素回路の駆動方法を説明する波形図である。
【図３】図１に示した画素回路と共にデータ分配部を採用する有機電界発光表示装置の駆
動方法の一例を説明する波形図である。
【図４】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示すブロック図である。
【図５】図４に示した有機電界発光表示装置の駆動方法を説明する波形図である。
【符号の説明】
【００７７】
１００　画素部
２００　走査駆動部
３００　データ駆動部
４００　データ分配部
５００　スイッチ部
６００　タイミング部
Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ１　第１サブデータ線
Ｄ１１、Ｄ１２、Ｄ２１、Ｄ２２、．．．、Ｄ３ｍ２　第２サブデータ線
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